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一 〈研究の概要>

1了 ど も一 人 一 人 が もつ学 習 に対 す る原頁い を大 切 に し、 そ の願 い は多 種 多 様 で あ る こ とを

1お 互 い に認 め合 い学 び 合 う こ とを通 して 、 さ らに学 習 の楽 し さ、 喜 び、 自分 の成 長 を 実 感

iす る ことが で きれ ば実 践 力 へ っ な が る もの と考 え、 授 業 を創 造 す る こ と と した。

そ こで、子 ど もの食生活 にかかわ る思 いや願 いを実態調査等 で把握 し、 問題解決 的 な学

習過程 を工夫 して4題 材 を考え、2年 間を見通 した年 間指導計 画を作成 した。 これ らの題

材 は、課題 をっかむ段 階を重視 し実践的 ・体験 的な活動 を取 り入 れ るな どの工夫 して、 子

ど もたちが主 体的に学 べ るように した。

1 その結果
、 子 ど もた ちはで きたという満足感 ・充実感 とともに解決 す る喜 びを味わ い、

で きるとい う自信か ら自分の成長 を実感 したり、身 に付 いた技能 を生か したい と考えた り、

で きた らいいな とい う願 いを実現 したいとい う意欲 が喚起 された りして実践へのエネルギー

がわ き、学 んだ ことを家庭生活等 に生か そ うと した。
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子 ども一人一 人の願 いを大切 に し実践へ とっなげる授業 の創造

一食生活 を通 して一

1研 究 主 題 設 定 の 理 由

平 成10年7月 の 教 育 課 程 審 議 会 の答 申 に お い て、 「自 ら学 び 、 自 ら考 え る力 を 育 成 す る こ

と」、 「個 性 を生 か す 教 育 を充 実 す る こ と」 な ど の改 訂 方 針 が 示 さ れ た。

家 庭 科 で は、生 活 を よ りよ く しよ う とす る意 欲 と実 践 的 な態 度 を育 成 す る こ とを よ り一 層

重 視 す る観 点 が示 され た。

一 方 、 子 ど もを 取 り巻 く社 会 環 境 は、 核 家 族 化 、 少 子化 、 地 域 社 会 にお け る連 帯 感 の 希 薄

化 な ど の現 象 が進 ん で い る。 ま た、 家 庭 生 活 の変 化 も大 き く、 食 べ る もの 、 生 活 に使 う もの

全 て が豊 富 に な り、 安 価 で 手 に入 り、 と りわ け食 生 活 で は、 コ ン ビニ エ ンス ス トァ ー ・フ ァ

ミ リー レス トラ ン等 の 普 及 に よ る食 習 慣 の変 化 ・多 様 化 が 見 られ る よ うに な った。

そ こで、 食 生 活 に 視 点 を 当て 、 よ りよ い食 生 活 を 口指 し、 実 践 で き る児 童 を育 て た い と 考

え た。 具 体 的 に は、 食 生 活 にか か わ る 自 らの課 題 を見 っ け、 っ か み 、 体 験 や人 との か か わ り

の 中 で 解 決 し、 身 に 付 け た こと を生 活 の中 に生 か そ うとす る子 ど もの 育 成 で あ る。

子 ど も一 人 一 人 の思 いや 願 いを 大 切 に し、 そ の実 現 の た め に必 要 な こ と を問 題 解 決 的 な 学

習 を 積 み重 ね る こ とに よ って 「自 ら学 び、 自 ら考 え る力」 が 育 ち、 個性 が 生 か さ れ る。 ま た

自分 に もで き る とい う 自信 が 生 活 に生 か そ うとす る実践 に っ なが る。

本 研 究 で は、 子 ど も一 人 一 人 が 学 習 に対 す る願 いを もち、 そ れ は多種 多 様 で あ る こ とを お

互 い に認 め合 い学 び 合 う こ と に こ そ、 学 習 の 楽 しさ喜 び が あ る こ とを実 感 す る ことが 重 要 で

あ る と と らえ、 人 との触 れ 合 いや か か わ りを 大 切 に した。 そ して 、 子 ど も一 人 一 人 が 、 学 ぶ

喜 び を味 わ い、 自 分 の よ さや 友 達 の よ さを 認 め 合 い、充 実 感 や 満 足感 を 味 わ い、 自分 の 成 長

を 実 感 す る こ とが で きれ ば実 践 力 へ っ なが る もの と考 え、 本主 題 を設 定 した。

II研 究 の 基 本 的 な 考 え 方

1子 ど も一 人 一 人 の願 い を 実現 させ るた め に

「こん な こ とが で き るよ うにな りた い」 「こん な こ とが して み た い」 と い う子 ど も一 人 一

人 の 願 い を学 習 の 出発 点 と と らえ た。 願 いを 達 成 す るた め に必 要 な こ とを 自 らの課 題 と して

見 っ け、 教 師 の支 援 、友 達 との か か わ り、 家 族 との か か わ り、 地域 の人 々 との か か わ りの 中

で 「考 え た り、 調 べ た り、確 か あ た り」 しなが ら解決 して い く問 題解 決 的 な学 習 を 通 す こ と

が 重 要 で あ る と考 え る。 な ぜ な ら、 必 要 感 が あ るか らこそ 子 ど もた ちが 充 実 感 や 満 足 感 を 味

わ うこ とが で き る と思 うか らで あ る。 この 喜 びが 実践 へ の エ ネル ギ ー に っ なが る と考 え ら れ

る。

生 きて い くた め に 「食 」 は不 可 欠 な もの で あ り、 子 ど もた ち に と って 身 近 な問 題 で あ る。

そ こで、 本 研 究 は 、 食生 活 に視 点 を当 て る こ と に よ って 、 自分 の 食生 活 を 見 っ め、 自 らの 課

題 を もち、 主 体 的 に取 り組 み解 決 す る学 習 を 積 み 重 ね 、 身 に 付 けた こ とを 生 活 に生 か す 喜 び

を 実 感 させ る こ とを 目的 とす る。
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2研 究の構想

研 究 主 題 に せ ま るた め 、 次 の よ うな 構想 を立 て た。

児童 の実態 社会的 な背景

・食 へ の興 味 関心 が あ り、実 習へ の意 欲

が あ る。
・食 事 の と りか たに 乱れ が あ る。
・生活 体験 が少 ない 。
・情 報 か ら得 た知 識 は もっ てい る。
・学習 した こ とを生 活 に 生 か しきれ な い。

・核 家 族 化
、 少 子 化

・人 と の 触 れ 合 い 、 か か わ り の 不 足

・食 習 慣 の 変 化 ・多 様 化

・ コ ン ビ ニ エ ン ス ス トア ー ・フ ァ ミ リー レ

ス ト ラ ン 等 の 普 及

y 育 て た い 児 童 像 y

自 ら課題 を見 つ け 、体 験 や 人 との か か わ りの 中で 解 決 し、身 に付 けた こ とを 生活 の 中 に生

か そ うとす る子

研 究 主 題

子 ど も 一 人 一 人 の 願 い を 大 切 に し
実 践 一 と っ な げ る 授 業 の 創 造

仮 説

子 ども一 人 一 人 の 思 いや 願 い を生 かす 活 動 を通 して 、 充 実感 や

満 足 感 を味 わい 、 自分 の成 長 を実感 す る こ とが で きれ ば 、 実践 へ

とつ な げ る こ とがで きる で あ ろ う。

育 て た い 児 童 像 を 実 現 す る た め の 手 立 て

①
②
③
④

子 どもの思 いや願い を大切に した題材構成 の工夫

子 どもが主体的 に問題解決 を図る ことができる学習活動の工夫

人 との触れ合 いや かかわ りの工夫

実践へ とつ なげるた めの指導法や場 の工夫

研 究 実 践

年 成
実 題 間 授 事例1「 いきな りご飯」

材 指 果

態 → 構 → 導 一, 業 事例2「 自慢 のみそ汁 をつ くろ う」 →

成 計 と

調 の 画 研 事例3「 ゆでていためて究極の野菜料理」

工 の 課

査 夫 作 究 事例4「 楽 しくおい しくいただきます」

成 題
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皿 研 究 の 内 容

1実 態調査

(1)目 的

子 どもの食生活 の満足度 や食事 に対 す る意識 の実態調査 をす る ことによ り、食 生活 の問

題点 に子 ど も自 らが気付 くよ うにす るとともに、子 ど もの思 いや願 いを把握 し指導 に役 立

て る。

(2)時 期 平成12年6月 中旬

(3)対 象 研究 員所属小 学校の児童 第5学 年564名 第6学 年606名 合計1170名

(4)方 法 質 問紙 法

(5)内 容 と結果及 び考察

問1自 分の食生活 に点数 をっけ るとした ら、100点 満点で何点ですか。

第5学 年 食生活の点数

18035.0%

…ll無
謡ill

OO.0%

。轟 〆論!轟 〆"〆轟 ～"乃

■■(人)

一+一(%)

80点 以 上 の 人 数 が 多

く、 約70%を 占 め て い

る。 子 ど もた ち は 、 自

分 の食 生 活 に ほ ぼ 満 足

して い る と いえ る。50

点 以 下 は、8%で あ っ

た。

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

第6学 年 食生活の点数

30.096

i∵25.0%20.0%15.0%

10.0%

5:0%

0.0%

轟 ♂`.蒔 〆ポ"1ポ 孕ノ"〆

■(人)
一+一(%)

80点 以 上 が 、 全 体 の

半 数 を超 え て い る。50

点 以 下 が13%で 、5年

生 と比 べ る と 自 分 の 食

生 活 を厳 し く評 価 して

い る。 しか し、 半 数 以

上 は、 ほぼ 満 足 して い

る と思 わ れ る。

<考 察>

5年 生 も6年 生 ともに自分 の食生活 を肯定的 にと らえ、全体 の半数以上 が自分 の食生 活

に満足 して いる ことが分 か った。 また、6年 生 の方が やや厳 しい点数をっけたことか らは、

食生活 にっ いて学 んだ ことを もとに、 自分 の食生活 を振 り返 ったか らと考 え られ る。 さ ら

に、6年 生 にな ると塾通 いな どで生活 が忙 しくな り食生活 が不規則 にな った りす るこ と も

原因 ではないか と推 測 され る。
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問2ど う して その 点 数 に した の です か。 そ の わ け を書 いて くだ さ い。
(人 数)

プラス点にした理由 5年 6年 マイナス点 に した理 由 5年 6年

バ ラ ンスが とれてい る 45 58

1

好き嫌いが多い 146 130

栄養を考えて作 っている 45 17 残 して しま う 66 37

残さず食べている 31 13 間食が多い 54 71

好 き嫌いせずに食べている 26 24 野菜を食べていない 48 62

3食 きちん と食 べてい る 16 57 バ ランスが とれていない 29 50

野菜を食べている 6 4 3食 きちん と食べ てない 22 43

時間が決まっていない 10 55

〈考 察 〉 子 ど もが 自由 記 述 した もの を ま と め、 プ ラ ス点 と マ イ ナ ス点 に分 けて 考 察 した。 そ

の結 果 、 子 ど もた ち は、 自分 の食 生 活 が望 ま しい もので あ るか ど うか にっ いて 、 自分 な り

に判 断 して い る こ とが分 か った。 判 断 基 準 と して あ げ て い る事 柄 は、 栄 養 にか か わ る こ と

な ど、 望 ま しい食 生 活 の 基礎 ・基 本 と も言 うべ き事 柄 で あ る。 ま た、 少 数 意 見 の 中 に は、

「自分 だ け パ ンを 食 べ て い る」 「コ ン ビニ 弁 当 を食 べ て い る」 「イ ン ス タ ン ト食 品 が 多 い」

「姿 勢 が悪 い 」 「テ レ ビや 漫 画 を 見 な が ら食 べ て い る」 な ど栄 養 とは違 った視点 の もの もあ っ

た。

問3

5年 6年

バ ラ ンスよ く食べ る 169 220

好 き嫌いをなくす 174 147

1日3食 食べ る 45 82

栄養を考えて食べ る 71 66

野菜をた くさん食べ る 77 65

間食をへ らす 18 46

規則正 しい生活をする 17 35

問4

【問1の 質 問 の出 典 家 庭 科 ワー ク ブ ック② 国 土社 牧 野 カ ッ子 著 よ り】

これ か ら健康 で 成 長 して い くた め に は、 どん な 食 生 活 にす る と よ い と思 い ます か 。

〈考 察 〉(人数)

問2の マ イ ナ ス点 に した理 由を改 め れば、

自ず と望 ま しい もの に な る と理 解 して い る

こと が分 か った。 ま た、6年 生 で は、 規 則

正 しい生 活 が大 事 と考 え て い る子 ど もが 少

数 で あ るが い る。

な お、 食 事 が人 間関 係 に及 ぼ す 影 響 に 関

す る 「家 族 と一 緒 に食 事 を す る」 な ど の記

述 はな か った。

自分 一 人 で作 っ た こ との あ る料 理 は、 なん で す か。(解 答 の多 い順)

5年 生 目 玉 焼 き 、 ゆ で た ま ご、 た ま ごや き 、 カ レ ー 、 サ ラ ダ 、 ス ク ラ ン ブ ル エ ッ グ

6年 生 卵 焼 き 、 目 玉 焼 き、 野 菜 妙 あ 、 カ レ ー 、 ラ ー メ ン、 ス ク ラ ン ブ ル エ ッ グ

<考 察>5・6年 と もに卵料理 が上位 を しめている。卵 が身近 な食材 であ ること、学 校 での

学 びが家庭で生 か されてい ることがその理 由 として考 え られ る。 日常 の食生活 の基本 で あ

り、新学習指導要領 で も題材 指定 された 「ご飯」 や 「みそ汁」 にっいて は、 さ らに体験 を

通 して学 ばせ、家庭 で実 践で きる力を身に付 けさせたい。

問5一 人で もっと料 理が作 れ るよ うにな りた いですか。

な り た い 5年89,5% 6年87,9%

〈考 察 〉 料 理 を作 れ る よ うに な りた い と い う思 いを 大 切 に した授 業 を構 築 したい。記 述 か ら、

自立 した生 活 者 に な る こ と、 健 康 に暮 ら した い と い う こと、 家 族 の た め に役 立 ち た い な ど

の思 い や願 い を もって い る こと が分 か った。
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22学 年 を見通 した食生 活の学習

(1)題 材構成 の視点

子 ど もたちの食生活 に対す る思 いや願 いを実態調 査の結果 か ら把握 し、次 の3点 にま と

め題材構成 の視点 と した。

子どもの食生活に

対する思いや願い

一①
②
③

「

調理が上手になりたい

家族の役に立 ちたい

将来にわたって健康な生活を送 りた
t

さらに、 これ らの思 いや願 いを生か しなが ら実践 的 ・体験 的な活動を重視 し、問題 解決

的な学 習過 程の工夫 を行 い題材 を考 え、家庭生活 に学んだ ことを生か した り、生活 を工夫

した りで きるよ うに した。

子どもの食生活に

おける実態の把握

実践的 ・体験的な
活動の重視

問題解決的な

学習過程の工夫

a
題 材 構 成 の 工二夫

題

基 第 材
レ、き な り こ"飯 家

1
族

礎 o5

友

的 学
題

自 慢 の み そ 汁 を つ く ろ う 達
材 ●

な 年
u

地

知 第 題 ゆ で て い た め て

域

の
材 究 極 の 野 菜 料 理 人

識 6 皿 々 カ 」

,

カ}

技 学 題 楽 し く お い し く の わ
材 レ、た だ き ま す り

能 年 ry

7
実 践 一 の エ ネ ル ギ ー

・で きた とい う満足感 ・身 に付 いた基礎 的な ・なぜ だ ろ うを解決 す ・家族の役 に立て る

充実感 調理 の技 能を もっ と る喜び とい う実感

・で きる とい う自信 か 生か したい とい う意 ・できた らい いなを実

ら自分の成長を実感 欲 現する喜び

・

冒

家庭生活に学んだことを生かそ うとす る、生活を工夫 しようとする
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(2)題 材 作 り と配 列 の工 夫

子 ど もた ち の実 態 か ら出発 し、2年 間 で 自分 の食 生 活 の問 題 点 が 改 善 され 、 一 食 分 の 献

立 が 整 え られ るよ う題 材 作 りを し、 下 図 の よ うに配 置 した。 題 材 の 構 成 に当 た って は、 子

ど もた ちが 、 興 味 ・関心 を も って学 習 に取 り組 ん だ り、 課 題 を つ か ん だ りで き る よ う導 入

部 分 を 工 夫 した。 な お、 栄 養 に つ い て は実 習 をす る食 品 と関連 付 けて学 ぶ よ う に した。

題 材 名 導入 題材の工夫 した点及び配列について

現 ・毎 日の食事の基本食品なので子どもたちが問題を共有 しやすい

在 体 題材である。

の ・材料が一つで調理実習でき
、導入に適 して る。

食 主 ・調理するに当たって計量器 の扱いや火力の調節や コンロの安全

生
活
を

L、 き な り
ご 飯

験 な取 り扱い等を含んだ題材で調理の基礎的な知識 ・技能を身に付

けるのに適 している。
・食材(米)は ほとん どの家庭に常時あ り、 ご飯 は家庭 で頻繁 に

自 食 登場す る献立なので実践 しやすい。(思 い立った ら即実践)

己 ・「作 りたい」「食べたい」 とい う意欲を喚起 し、おい しい ご飯を

採 味わ う体験 を取 り入れ、学習課題をつかみやす くした。

,点

・みそ汁には、各家庭のこだわ り、地域の特色があるので地域の

↓ 地 人々の知恵か ら学べ る題材である。

汁
自 ・1曼の み

域

の

・煮 るとい う調理方法は一つでも、具の選び方や組合せ によって

子 ども一人一人の工夫が生かせ る。

第 そ 汁 を っ 人 ・複数 の材料を使 うので、包丁の安全な取 り扱い、まな板の衛生

5 物 く ろ う か 的な取 り扱い、切 り方、煮 る順番等調理の基本を学ぶ のに適 して

学 ら い る 。

年 学
ぶ

・子 どもの実態調査の結果をもとに、野菜を食べていない とい う

簡 デ 問題点と野菜を摂取する必要性から題材を設定した。

第 単 ゆ で てU、 イ ・調理方法 と材料 の2つ を選択するので子 どもの工夫の幅が5年

6 な た め て 究 べ 生 よりも広がる。

学 お 極 の 里予菜i 1 ・材料が豊富な時期に題材 を設定 して、旬の味を感 じることもで

年 カ 〉 料 理 ト き る 。

ず ・ゆでる調理 といためる調理
、ゆでてからいためる調理をする中

↓
で、複数の調理 に必要な時間配分や手順を学ぶのに適 している。

・食生活にかかわる3題 材 を学んだあ とに、既習の事項を生かす

自 オ こ とが で き る。

己 リ
・日頃の食生活を見直 し、よ りよくするとい うめあてをもとに献

採

.点

力宝

百

一

食

楽 し く お
し、し くL、

た だ き ま

ジ

ナ

ノレ

メ

立作 り、 材料の準備、調理 とい う学習の流れで、2学 年のま とめ

をす るのにふ さわ しい題材である。
・栄養のバランスの とれた一食分の献立を考 え実習す るので、 日

常の生活の実践に生かせ る。

ノ隷 分 す 二 ・自分の食生活の問題 を課題へと発展 させることができる題材で

満 ユ

1
あ る 、

占
」 亀 、 、

作

り

7



32学 年 を見通 した年間指導計画

学年 学期 題 材 名 小 題 材 名 時間

第

5

学

年

1

学

期

家庭科室探検 家庭科室マップを作ろう(1)

家庭科 ってなあに(1)
2

家庭生 活 ウォ ッチ ング 家庭の仕事 って どん な もの(2)

わ た しにで きること(1)

一

3

チ ャ レ ン ジ ソ ー イ ン グ1 針 と糸 と仲 よ し(4)

作 ってみ よう 手縫 いにチ ャレンジ(5)

9

いきな りご飯 ※ 6

夏休 みチ ャレンジ計画 学習 したことを家庭で生かそ う(1) 1

2

学

期

夏休みチャレンジ報告 みんなの チャ レンジを発表 し合お う(1) 1

チ ャ レ ン ジ ソ ー イ ン グ 皿 何を作 ろうか(1)

製作計 画(1)

ミシ ンと仲 よ し(5)

ミシ ンを使 って作 ってみ よう(5)

12

自慢のみそ汁をつくろう X 8

冬休みチャレンジ計画 学習したことを家庭で生かそう(1) 1

3

学

期

冬休みチャレンジ報告 みんなのチ ャ レンジを発表 し合 お う(1) 1

住 まいの ク リー ン作戦 気持 ちのよい住 まい方(1)

住 まいにつ いて調べ よ う(6>

発表会 を しよ う(1)

8

もうす ぐ6年 生 1年 間 の学習 を振 りかえ ってみよ う(1)

こんな ことがで きるよ うにな ったよ(5}

私 たちの成長 をみて ください ②

8

第

6

学

年

1

学

期

ぼ く ・私 の 一 日 生活時間を工夫 しよう(2> 2

マ イ コ ー デ ィ ネ ー ト 衣服 の働 きと着方を考 えよ う(2)

衣服 コーデ ィネー ト発表会 を開 こう(2)

手入れ の仕方(2)

6

ゆでていためて究極の野菜料理 ※ 9

夏休 み チ ャレンジ計画 学習 したことを家庭で生かそう(1) 1

2

学

期

夏休 み チ ャレンジ報告 みん なのチ ャレンジを発表 し合 お う(1) 1

ワ ク ワ ク ソ ー イ ン グ こん な ものが あると便利だ な(2)

生活 に役立 っ ものを作 ろ う(8)
io

楽 しくおい しくいただきます ※ 10一

冬休 み チ ャレンジ計画 学習 したことを家庭で生かそう(1) 1

3

学

期

冬休みチャレンジ報告 みんなの チ ャレンジを発表 し合 お う(1) 1

快適な住まい 住まいのはた らきを考えよう(1)

快適な住まい方を調べよう(4)

発表会を しよう(1)

一

6

もうす ぐ卒業 成長 した私たち

1

2年 間の学習を振 り返ってみよう(1)

地域や家庭に生かそう ⑥

交流発表会を しよう(1>

8

※ にっ いて は、後 ろのペ ージにて掲 載
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学 習 内 容 内 容 事 項

・家庭科室の施設 ・設備を知 る。

・家庭科の学習内容を知 る。i

・家庭には自分や家族を支える仕事があることを知る。 1(1>ア
・自分が分担で きる仕事を考え、実践計画を立てる。1(1>イ

・玉結 び、玉止 め、 なみ縫 い、 ボタ ン付 けがで きる。

・製作 に必要 な用具 の安全 な取 り扱 いがで きる。

・目的 に応 じた縫 い方 で、小 物 を製作す る。

(2)イ(3>イ

(3)ウ

〈3)ア 、 イ 、 ウ

※

・学習 した ことを生か し、夏休 み中 の実践計画を立て る。

・夏休み中の実践を報告 し合 う。

・布 を使 って製 作す る、作 りたい物 を考 える。

・作 り方 を調 べて、製作計画 を立 てる。
・ミシンの使 い方を知 る。

・計画 に したが って、作 りたい ものを製作 す る。

(3)ア

(3)ア 、 イ 、 ウ

(3)ア 、 イ 、 ウ

1 (3)ア 、 イ 、 ウ

X

・学 習 した ことを生か し、冬休 み中の実践計画 を立 てる。 旨

・冬休み中の実践を報告 し合 う。
1・身の回 りの整理整 とんをす る

。 、(6)(7)
・気持 ちの よい住 まい方 を考 え、課題 を見 つけて調 べる。1(6)(8)

1

・調 べた ことを発表 し合 い、 深め る。

・一年 間 の学習 を振 り返 り、で きるよ うにな った ことを再確認す る。
・もう一度 チ ャレンジした い課題を選 び、 チ ャ レンジす る。

・一年間で学ん だ ことの学 習発表会をす る。

(1)(2)(3)

(4)(5)(6)

(7)(8)

・家族 と自分 の生活 を見っめ、生活 時間を見直す。i(1)ア 、 イ、 エ

・自分の よ く着 てい る服 を調 べ る。i(2)ア

・友達 の着方か ら、 自分 の衣服の着方を見直す。(2)ア

・日常着 の手入 れの仕方 が分 か り、洗濯がで きる。i(2)ア 、 イ

※

・学習 した ことを生 か し、夏休 み中の実践計画を立て る。 (1)

・夏休み中の実践を報告 し合 う。

・生活 に役立っ ものを考え、製作計画 を立て る。(3)ア
。形 や作 り方 を工夫 して、製作す る。1(3)イ 、 ウ

ヒ

※

・学習 した ことを生か し、冬休 み中の実践計画 を立て る。i(1)

・冬休み中の実践を報告 し合 う。

・快適 な住 まい方の工夫 と して、暖か さ、風通 し、明 るさの中か ら一っ選

択 して課題 とす る。1(6)イ
・選択 した課題 を追求す る。(6)イ(7)

・学習内容を発表 し合い、学び合 う。1(8)

1・二年間 の学 習を振 り返 り、地域 や家庭生活 に生かす にはど うした らよい1(1)(2)(3)

かを考えて、学 習課題 を設定 す る。1(4)(5)(6)
・計 画的に学 習課題 を解決す る。(7)(8)

。学 習内容 を発表 し合 い、友達 の発表 を 自分 に生かす工夫 をす る。,

m



事例1自 ら体験 を通 して課題 をっかむ

(11題 材 名 第5学 年 「い き な り ご飯 」

② 題材 の 目標

○ お い しいご飯 を炊 くために必要 な ことを、 自分 な りの方法で学 ぼ うとす る。

(興 味 ・関心 ・意欲)

○ 調理 に必要 な用具 や器 具を考 え、扱 い方 が分 かる。(知 識 ・理 解)

○ 友達 や家族 とのかかわ りを通 して、工夫 した り実践 した りす る喜 びを味 わ う。

(創 意工夫)

○ 調 べた ことを もとに して、調理計画を立て る。(創 意工夫)

○ 米飯 の調 理がで きる。(技 能)

(3)研 究 主 題 に せ ま る た め の手 立 て

① 子 ど もの 思 い や願 い を大 切 に した題 材 構 成 の工 夫

子 ど もは、 実 際 に作 って み る、食 べ て み るな ど実 践 が大 好 きで あ る。 食 生 活 の 実態 調 査

で は、 「一 人 で も っと料 理 を作 れ るよ うに な りた いで す か 」 と い う問 い に96%の 子 ど もが

「そ うな りた い」 と答 え て い る。 ま た、 「家族 に食 べ させ た い」 「母の よ うに な りた い」 「将

来 役 に立 っ」 「健 康 的 な生 活 が した い」 とい う願 い を も って い る。

そ こで、 これ らの 子 ど もの思 い や願 いを 大 切 に し、 和 食 の 基 本 とな る ご飯 を まず 一 目味

見 し、 「お い しい」 「ま た食 べ た い」 と実 感 で きる こ とか ら始 ま った。

② 子 ど もが 主 体 的 に問 題 解 決 を 図 る こ との で きる学 習 活 動 の工 夫

ご はん の炊 き方 を一 斉 に学 ぶ の で はな く、 「ど う した らお い しい ご は ん が 炊 け る の か 」

と子 ど もか ら疑 問 が で る よ うに す る。 こ う した疑 問 か ら、 一 人 一 人 が お い し く炊 くた め に

ど う した らよ い か を 考 え 、 本 で 調 べ た り、 人 に聞 い た り、実 際 に試 して み た りす る。 こ の

こ とが主 体 的 に 問 題 解 決 を 図 る た めの 手 立 て とな る と考 え た。

③ 人 との触 れ 合 いや か か わ りの工 夫

発 表 の 時 間 を 設 定 し、 自分 の考 え を伝 え た り、 友 達 の 考 え を 聞 い た りと共 有 の場 を も っ

こ と に よ り、 自分 の課 題 を さ らに 明確 にす る こ とが で き、 自信 を もって 調 理 実 習 につ な げ

る こ とが で きる。

ま た、 ごは ん に っ い て の調 べ学 習 で家 族 や近 所 の米 屋 さ ん に イ ン タ ビ ュー す るな ど、 人

との か か わ りを もて るよ う に した。

④ 実 践 へ とっ な げ るた あ の 指導 法 や 場 の 工夫

班 で調 理 実 習 を して ご はん を お い し く炊 けた と い う喜 び や 自信 が 家 庭 で の実 践 にっ な が

る。 さ らに 、 気 付 い た こ とを記 録 し発 表 す る こ と に よ り、 自 己評 価 が 行 わ れ、 も っ と上 手

に ごは ん を炊 け る よ うに な りた い とい う意 欲 が 喚 起 され る。
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(4)指 導 計 画(6時 間 扱 い)

問 題 解 決 的 な学 習過 程 を2通 り考 え た。 子 ど もに と って の課 題 は 「お い しい ご飯 を炊 く」

で あ る。 お い しい ご飯 を 炊 くた め に調 べ た こ とを発 表 す る。 実 践 例1は 、 この発 表 か ら ポ イ

ン トを4点 に絞 り、 これ らの ポ イ ン トに つ い て さ らに調 べ て実 際 の ご飯 炊 きを行 う。 こ の調

理 実 習 に は2時 間 を 配 当 す る。 実 践 例2は 発表 を受 け て さ らに調 べ た い こ とを調 べ 、実 際 に

調 べ た こ とを も とに ご飯 を炊 い て み る。(試 作)そ の後 、 試 作 を踏 ま え て ご飯 を 炊 く。 この

調 理 実 習 に は1時 間 を 配 当 す る。 この事 例 は ご飯 を炊 く体 験 が2回 あ る の で、 基 礎 的 な 技 能

が 身 に付 く。

実 践 例11実 践 例2

つ ① ・なべで炊いた ご飯を味見する。

か ・お い しい ご飯 を炊 こ う とす る
。(課 題)

む ・そ の た め に は ど う した ら よい か 、 調 べ て く る。

調べてきたことを発表す る

② ご飯を炊 くポイン トを知 り、このポイン ト ②発表を聞いて、もっと調べたいことを見つ

にっいて体験を通 して調べる。 け る 。

ポ イ ン トは 次 の4点 で あ る。
・ど うい う米 の とぎ 方 を した ら、 米 が こわ れ

調 ・と ぐ一 調 べ た こ とを も と に 、米 を とい で み 調 な い か 。

る 。 ・水の量は米の何倍がよいか。

べ ・水 の 量 一調 べ た こ と を も とに 、 水 を計 量 力 べ ・吸 水 した 方 が よい の か。

ップや上皿 自動ばかりで計る。 ・火 加 減 は どれ が よ い の か
。

る ・吸水一米の吸水の様子を観察して、変化等 る ・蒸 ら した 方 が よい の か 。

に気 付 く。

・火加減一耐熱ガラスでご飯が炊ける様子を

観察 しながら火加減の調節に気付 く。

③4点 のポイン トについて体験を通 して、調 ③調べて見たいことを調べて、実際にご飯を

べたことを発表する。その後、 ご飯 を炊く 炊 い て み る。

計画を班で立てる。

④⑤班の計画をもとにご飯炊きの実習をす ④ ご飯炊きの体験を発表 し合い、その後ご飯

解 る 。 を炊く計画を班で立てる。

決 解 ⑤班の計画をもとにご飯炊きの実習をする。

す 決

る す

る

生 ⑥ご飯炊きの実習を して、気付いたことや身に付いた技能を活用しようとす る。

か 家庭で自分がおい しいご飯を炊く計画を立てる。

す

簸謀霧燕 騨
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(5)本 時 の学 習

実 践 例1「 分 か らな い こ とを調 べ よ う」(2/6時 間)

「

調 べ て き た こ と を発 表 す る 中 で 「お い しい ご飯 を炊 く」 ポ イ ン トが と ぐ こ と、

水 の量 、 吸 水 、 火 力 の調 節 な どに絞 られ た。 そ の ポ イ ン トを体 験 コー ナ ー や 資 料

コ ー ナ ーで 実 証 した り確 か め た りす る こ とに よ って、 ポ イ ン トを お さ え た実 習 が

で き る。 実 習 の時 間 は2時 間設 定 とす る。
L

① 目標 ○ 自分 が調 べた いことを体験 したり、資料 を活 用 した りして調 べ る。

○ 自分 で調べ たことを発表 した り、友達 の発表を聞いた り して疑 問点を解決す る。

② 展開

調べた'
双いr-一!

£Pい ⊃ご縁 ん

ネ,`〈 の0と ピ 酔(ら ・・

入 卓 ・忙1よ 、鴇1のn、 カ、れ ず リ 塗ゼ へ

了 し ∫㌦,爪 のit99?'7L._

,ijへ7己r{7ア ∫ 〈7碕 め1f

二土 ・,知 ノζ、でt臼 壕 一侮 ド'曽

、か レ 丁 く つ ・'卦 ㍉=".以 セ

たいマみ 朱 、LO京 収 レて

uろ 酋 ヵ、FT匹 見 ろ 二と が

7・キ ロ ろ ・・3f!=ヒ カvわ か1ノデした σ

て由7懸'h"し い 二"し‡Aを 一り7みr=い

¢■

/ん"ば

o
.'

σ
ミ

喰

に

い

バ

い

}

調
双

み

賦 底 勅 洗 朽 てい一1さ.・・の

とiし ノ3啓file'く 乙い7殉'

涜 吉 し 蕉,亥 ヒ`):・ ゆ!し

.で9,ぎ そ う攻 上 お い しくで篭

ま 圧一1㌧一ぞ薪 メ言 と・ち す カ・し くt.`rい

こと がーう か ソきし た^

、ん ・・ガ・・1
.南 ・・も 白 ～ ・'

すZこ ・・1さ †子＼、t

い な と 思 い き し eあ と3。分癒

つ 3」うと前 にっr-1う わ'り きじた.

学 習活動 教師 の支援 と評価 資料 ・準備

○ 自分が調 べたい こ とを短 冊用 ○短冊 用紙 を課題 別 に分類 し、おい ・短 冊 用 紙

紙 に 記 入 し、 パ ネ ル に 貼 る 。 しさをつ きっめ よ うとす る意識 を ・パ ネ ル

高 め る。

○ 体 験 コー ナ ー や 資 料 コ ー ナ ー に ○ 体 験 コー ナ ー
・上 皿 自 動 ば か

行 っ て 、 調 べ た い こ と を を 調 べ (周 りの棚 に3か 所設 置す る) り

る. ・米 の 洗 い 方 、 ・米 の 計 り方
・計 量 カ ッ プ

・米 と 水 の 量 ・メ ス シ リン ダ

・吸 水 の 様 子(つ け て す ぐ 、10
一

分 、30分 以 上 た っ た も の)
・耐 熱 ガ ラ ス 鍋

・加熱 中の釜 の中の様 子 ・火 加 減 の 表

○ 資 料 コ ー ナ ー ・ ざ る

・火加 減の表 、洗米 のVTR

○分 かった こ とを も う一枚の 短冊 ・短 冊 用 紙

用 紙に記入 する。

調 べ て み て分 か っ た こ と を 発 表 し よ う。

0友 達の発 表 を聞 き、生 かせ るこ ○ 家 族 に イ ン タ ビ ュ ー し て き た こ

と、 参 考 に な る こ とに 気 付 く。 と 、 体 験 コ ー ナ ー 、 資 料 コ ー ナ

一 で 調 べ た こ と を 、 分 か りや す

く 説 明 す る よ う伝 え る。

○友達 の発表 でさ らに聞 きた い所 ・分 か りやす く発表す る ことが

が あ れ ば 、 質 問 す る。 で き た か 。(創 意 工 夫)

・友 達 の 発 表 を 参 考 に し よ う と

した か(関 心 ・意 欲 ・態 度)

○ 次時 の めあてを確認 す る、 ・お い しい ごはんの 炊 き方 が分

か っ た か 。(知 識 ・理 解)

(6)考 察

実 際 に ご飯 を一 口食 べ て み て お い しさを 実 感 す る こ とか ら始 あ た た め 、 お い しい ご飯 を 炊

くに は ど う した ら よい か調 べ て み た い と い う意 欲 を 喚起 で きた の で 、 一 人 一 人 の子 ど もが 自

分 な りの課 題 を っ か む こ とが で き た。

炊 き方 を 自分 で 調 べ る こと に よ り、 調 理 に関 す る意 識 や 意 欲 が 自然 と高 ま って い った。 家

で 実 際 に試 して 見 る子 もで て き た。 ま た、 家 族 に聞 い た り、 お米 屋 さん に聞 い た り、 本 や イ

ン ター ネ ッ トで 調 べ た り と様 々 な学 び方 を知 る と と もに、 人 との か か わ り も もっ こ とが で き

た。
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実践例2 「分 か らな い こ とを調 べ よ う」(3/6時 間)

「

「

調 べ て き た こ と を発 表 す る 中 で、 多 様 な 「炊 き方 の こっ 」 が あ る こ とが分 か り、

新 た な疑 問 が で き た。 そ こで さ らに、 友 達 や 教 師 と話 し合 い、 もっ と調 べ て み た

い こ とな ど 自分 な り の課 題 を見 つ け る ことが で き意 欲 的 に調 べ た り実 際 に ご飯 を

炊 い た り した。 実 習 の前 の この よ うな体験 が 実 習 を ス ムー ズに す る こ とが で き る

の で、 実 習 の 時 間 は1時 間 設 定 とす る。
L

」

① 目標 おい しい ご飯 を炊 くために分 か らない ことを調べ る。

② 展開

学習活動 教師の支援 と評価

分 か ら ない こ とを 調 ぺ よ う。

0前 時 ま で に調 べ た こ と を思 い出

す。

O本 時 で調 べ るこ と を確 認 す る。

O分 か らな い こと を調 べ て 見 る。

・火 加 減 は どれ が1番 適 切力㌔

始 め は強 火 か 弱 火 どち らが

い い カ㍉

・水 の 量は
、1,2倍 か1.5倍 の ど

ち らがい い か。

・米 が こわ れ な い と ぎ方 は ど う

すれ ば い い の か。

・吸 水時 閥 は 、 ど の く らい が い

い のか 。1時 閉 、30分 、 吸 水

な しを比 べ てみ る。

・蒸 ら した ご 飯 と蒸 ら さな い ご

飯 は ど う違 うカ㌔
・ふ た に 重 石 を して 炊 く

。

O分 か った こ とを カ ー ドに記 録 す

る。

0前 時 ま で に 子 ど もが 調 ぺ た こ とを

表 に して 掲示 してお く。

Oお い しい ご飯 を炊 く ため に 、 必 要

な こ とを調 ぺ る こ と を確 認 す る。

O調 ぺ る た め に必 要 な もの を 準備 す

る よ う伝 え る。

・進 ん で分 か らな い こ と を調 べ

た か。 〔関 心 ・意 欲 ・態 度)

・分か った こ とを カ ー ドに記 入

した カ㌔(知 識 ・理 解)

分 か った こ とを 発 表 しよ う。

○ 分か った こ とを 発表 す る。

Q友 達 の 発 表 を 聞 き 、生 か せ る こ

と、 参 考 に な る こ とを メモ す

る。

O友 達 の 発 表 で麗 きた い こ とが あ

れ ば 、 質 問 す る.

O友 遠 の 発表 を聞 き、 参 考 に な っ た

こ と な ど を メモ す るよ う促す 。

・分 か りや す く発 表 す るこ と が

で きた か 。(創 意 工夫)

・友 達 の 発表 を参 考 に しよ うと

した か.(関 心 ・意 欲 ・態度)

資料 ・準 備

・表

・学 習 カ ー ド

・火加 減 の表

・上 皿 自動 ば か

り

・計 量 カ ッ プ

・ボー ル

・ざ る

・耐熱 ガ ラ ス鍋

・重石

( ・… 騨 ・・ .)
V )〕 一

名前暇 組

・opn,

・n・・

㌔ やつてみよう層おいしい=雛ん畳炊くために印

◎自分3無 や。τ勢 る卯
.畑 ナんはます'自h'rnZ:船補 とぐ助

馬。

弾(哩 曲 んなq宏 な素

洗 旅 摺o)コ ツ勘 か む。

愚κ託醸 讐癖 編 專
一

脇職

墾藝欝 鷺
e

繧 購 獅 徽薫 、.
囎 末〔嚇 棚 と敏1,漁 が 去弄よし、.

辮 瀞鑛 警 器犠 馨鱗締雛
コ刈q蜘 し賦 い

,囲

・威 根

今 日が 幡 あ噛Uし ¢ は んかtけ ま した 。

最 初 訂 描 かく融 媚 ピ †払 お ん耕 丼 歳

h'た く+乱 耗 の一Z唱:よグ。τヒで す。

oおuし い 訓 づんの た モゐ

ここが ガ んUん1!

匂 詞 亦 ガ け・κ 舶 鮨赤 切 お と艮 し・潟 。

卿 ・呪 ・柱 いL菊 旺.物 ゆ 詔 ㌔ 口 に

脇 繍1川 ・力味切…

実 践 例2で は、 炊 き方 を調 べ て か ら、 す ぐに調 理 実 習 に い くの で はな く、調 べ た こ と を 確

認 した り、 さ らに分 か らな い こ とを や って み た り した こ とに よ って、 子 ど もた ち が ご飯 炊 き

の ポ イ ン トを 実 感 で きた。 子 ど もた ち は経 験 や失 敗 をす る こ とに よ り基 本 的 な技 能 を学 び、

身 に付 け る こ とが で きた。

班 で実習 してお い しい ご飯 を炊 いた成功体験 を もとに して、家族 のために自分 な りの計 画

を立 て、再 び家 で実 習 したので、子 ど もたちは成就感や満足感 を もっ ことがで きた。
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事例2地 域 の人 々か ら学 び課題 をっか む

(1}題 材 名 第5学 年 「自慢 の み そ汁 をっ くろ う」

(2)題 材 の 目標

○ 調理 に必要 な用具や食器 の安全 で衛生的 な扱 い及 び こん ろの安全 な取扱 いがで きる。

(知 識 ・理解、技能)

○ 調理 に必要 な材料 の分量が分 か り、手順 を考 えて調理計画 を立て る。

(知識 ・理解、創意工夫)

○ 材料 の洗 い方、切 り方、入れ る順序及 び後片付 けの仕方 が分か り、 みそ汁 を作 ることが

で きる。(知 識 。理解、技能)

○ みそ汁作 りに関心 を もち、身 に付 けた ことを 日常生活 に生 かそ うとす る。

(関 心 ・意欲 ・態度)

(3)研 究主題 にせ まるための手立 て

① 子 どもの思 いや願 いを大切 に した題材構成 の工夫

教育 ボ ラ ンテ ィアの方 々が調理 した8種 類 のみそ汁 を味 わ う場 を設定 した。 この体 験 を

通 して子 ど もたちは、 おい しいみそ汁 を作 りたい とい う思 いや願 いを もち、作 り方 を調 べ

た り、調理 計画を立 てた りす る活動 などを通 して、一人一人 の作 りたいみそ汁 が実現 で き

るよ うに題材構 成 を工夫 した。

② 子 どもた ちが主体的 に問題解決 を図 る ことがで きる学習活動 の工夫

普段、何気 な く食 しているみそ汁 に関心 を もたせ、 自分 の自慢 のみそ汁 を作 るとい う目

的 を明確 に した ことによ り、子 ど もたちは、 自分 な りの課題 を設定 して、主体 的に解 決 を

図 れ ると考 えた。

③ 人 との触 れ合 いやか かわ りの工夫

地域 の教 育 ボラ ンテ ィアの方 々 とのかかわ りの中で学ぶ活動 を取 り入 れた。地域 や個 々

の家庭 の伝統 や特色が生か され たみそ汁 を作 って いただ き、 それ らを子 どもたちが味わい、

味 わ った感想 を発表 した り、疑問 に思 ったことなどを質問 した りす る ことを通 してかか わ

りを深 め ることがで きるよ うに した。 また、地域の方 々に家庭科 の学習 を開 き、理解 し深

めていただ くこともね らった。

④ 実践 へ とっなげ るための指導法 や場 の工夫

みそ汁 は、米 飯 とと もに日常的 な食物で あ り、実践 に もっ なが りやす い。 さらに、 家 族

へ のイ ンタ ビュー などを して調べ、 自分で作 り上 げた自慢 のみそ汁 はまさに我 が家 の味 で

あ る。子 ど もたちが、み そ汁づ くりを通 して学んだ ことを生活 に生か した り、家族 に喜 ん

で もらえた りで きるよ う、家庭で の実践計画 を学習の最後 に位置付 けて い る。

(4>地 域 ボ ラ ンテ ィア の 方 々 と一 緒 に考 え た、 自慢 の み そ汁8種 類

子 ど もた ちが 普 段 、何 気 な く食 して い るみ そ 汁 に興 味 ・関 心 を もっ に は、 様 々 な み そ 汁 が
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あ り、 それ ぞ れ 違 っ て い る こ とに 気 付 か せ

た い と考 え た。 そ こで 、 日頃 か ら支 援 して

い た だ いて い る地 域 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 に

協 力 を あ お い だ。 み そ 汁 の 種 類 が 多 い方 が

よ い と考 え た の で 、5年 生 全 員 で学 び 、 学

級 担 任 との テ ー ム テ ィ ー チ ン グ とす る こ と

に した。

授 業 に先 立 って 、 教 育 ボ ラ ンテ ィアの方 々

と授 業 の ね らい、 活 動 過 程 、 支 援 等 に っ い

て の打 ち合 わ せ を実 施 した。 ボ ラ ンテ ィ ァ

の方 々 の願 い は 、 ① 食 材 の 旬 を 味 わ って 欲

しい、 ② こ れ を 機 に嫌 い な 食 べ 物 も好 き に

な って欲 しい 、 ③ 自 分 た ち が知 って い る味

を伝 え た い 、 で あ っ た。 こ れ らの願 い を 尊

重 しつ つ 内 容 に つ い て 検 討 した 。 ま た 、 み

そ 汁 の ネ ー ミ ン グ に も、 具 や 味 付 け が想 像

で き る楽 しい もの を考 え た。

みそ 汁の名 前 材 料 名

へん げん じざいの みそ汁 に ら 、 し い た け 、 卵

とん とん とん汁 さ とい も 、 に ん じん 、 大 根

え の き 、 豚 肉 、 糸 莇 繭

シ ンデ レラのみ そ汁 かぼ ちゃ 、玉ね ぎ

湖か らの贈 り物 しじみ 、万能 ねぎ

ハ オチー みそ汁 チ ンゲン菜 、油揚 げ、豆腐

みぞれ汁 な め こ、 豆 腐 、 大 根 お ろ し

う ん と こ どっ こ い し ょ か ぶ、厚揚 げ

由緒 正 しいみそ 汁 わか め、長ね ぎ、 油揚 げ

(5)指 導 計画(8時 間扱 い)

屋匿 小 題 材 学 習 活 動 備 考

みそ汁名人に学ぽう ・名 人のみ そ汁作 りの思いを聞 く。 ・学習 カー ド

つ (i時 間)
・名 人のみ そ汁を味 わい、感想 を書 く

・名人 の作 った

・名 人に 疑問に思 ったこ とを質問 する みそ汁

か

む おい しいみ そ汁のつ
・おい しいみそ汁 を作るため に必要 資 料

く りかた を調 ぺよ う な ことを考え る。
・本や パン フ レ

(2時 間)

・おい しいみそ汁 の作 り方 を調 ぺる。 ・イ ン タ ー

ネ ッ ト

解 調べた ことを発表 し ・調べ て分か った二 とを瑳で話 し合 う ・発 表の順番 、

よ う
・調べ て分か ったこ とを発表 する。 隊形の設定

決 (i時 間)
・他の班 のま とめを関 く。

す みそ汁づくりの計画 ・班 で話 し合 い、実習計 画を立て る。
・実習計 画表

を立 てよ う

る (1時 間)

みそ汁名人に ・み そ汁の調理 を し、試 食する。

弟子入 り ・互 いに試sし 合 う。

(2時 間)

生 わたしも名入 ・みそ汁作 りに大切 なこ とをま とめ ・婁践 カー ド

か (1時 間) る 。

す ・家庭での調 理計 画を立て る。
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(6)本 時の学習(1/8時 間)

① 目標 名人 の作 ったみそ汁 の よさに気付 き、 みそ汁作 りに関心 を もっ。

② 展開

学 習 活 動 教師の支援と評価(※) 資 料

感 想

}

、・っ も1家 で食 べ・て いうヨげみ そ汁 こ塔1啄(弓 マr.g)力脚

名 人 の み そ 汁 を 味 わ お う
塗煮 ラヵ甲うカ、ら、乙.ても幸せtよ気気頂・しr「

・教師 か ら名人の紹 介を聞 く。 ・ボ ランテ ィア8人

・みそ 汁の名前 のカー ドを掲示 す る。
二過 閥廼 皇 蛾 鋤 彙 を飲んた'疎・・視 た,

・それぞれの名人からみそ汁の名前 ・みそ 汁の名前 は、ボ ランティアの ・みそ汁名前
動 並 透 轍 をイ乍.■菰 、嚇 壺一 ノ

や 説明 を聞 く。 人 と相談 し、みそ汁へ の興 味 をも カー ド

てるよ う工 夫 した。

・8人 の名人 のみそ汁 を試 食す る。 ・スムーズで安全な試食の仕方にっい ・名人 のみそ汁

て説明す る。(学 級 担任が指示 し、 なぺ8個

子どもとともに体育館内を回る)
・子 どもが、は し

とお わん をもっ

・気付 いたこ とや感想 をカー ドに ※みそ汁を味わい、その感想等をカ て くる。

記入 する。
一 ドに記入 したか。

・学習カー ド

・名 人にみそ汁 について質 問す る。 ※名人に教えてもらいたいことを質
名人教えて下さい 且 分か った こと

問 で きた か。
〈層 り焼 」さ1い'

感 想 を 発 表 し よ う
質問1僚 う猟 が 凸1ううの誹モ しんとん乙虚†

白3トそ

へんげ'ん レひ い

・試食の感想を発表する。 ・話 し合 いの隊形 をつく らせ る。 質問2ナ斜く しロ未 しさ、? 弘魁 ・・乙α研
日庁置,κ 魁 ℃悩 暁し1訥の

・これか ら調 ぺてみ たい ことを考え ※自分なりの感想をもち、調べてみ

る。 たい こ とを考 えよ うとしてい るか 質問3
」

粉・し槻
is41cく

(7)考 察

み そ汁 にっ い て新 た な 発 見 を し、 み そ 汁 作 りへ の意欲 づ け のた め、教 育 ボ ラ ンテ ィアの 方 々

に協 力 を あ お ぎ、 子 ど もた ちが み そ汁 を 味 わ う とい う導 入 の 工夫 を 行 った。

教 育 ボ ラ ンテ ィア との 討 議 の中 で 、 授 業 のね らいが 焦 点 化 され る と と もに、 一 単 位 時 間 の

活 動 過 程 や 支 援 の在 り方 等 の検 討 が な され た。 教 育 ボ ラ ンテ ィアの 方 々 の願 い は、 ① 食 材 の

旬 を お い し く味 わ って ほ しい、 ② これ を機 会 に嫌 いな 食 物 も好 き にな って ほ しい、 ③ 自分 た

ち が 知 って い る味 を伝 え た い、 とい う もの で あ った。 この よ うな意 向 を配 慮 し、8種 類 の み

そ 汁 を 子 ど もた ち に試 食 させ る こ とに し、 そ の名 前 も具 や味 付 け の ヒ ン トに な り、 子 ど もの

興 味 ・関心 を 高 め るユ ニ ー クな もの が考 案 さ れ た。

子 ど もた ち は、 ① 学 習 の場 が家 庭 科 室 か ら体 育 館 に な り、 ② 地 域 の方 々 が授 業 に参 加 し、

③8種 類 の み そ汁 を味 わ うとい う体験 を した。 また、 ④ み そ汁 の名 前 も既 成 の もの が な く、

目新 しい もの で あ った。

この よ うな学 習環 境 の 設 定 に よ り、 子 ど もた ち は、 そ れ ぞれ の み そ 汁 の味 の付 け方 や 具 の

種 類 に っ い て 、 大 い に関 心 を 示 し、 教 育 ボ ラ ンテ ィア の方 々 に積 極 的 に質 問 を して い た。 ま

た 、学 習後 の 感 想 で は 「自分 で も作 って み た い」 「新 しい 味 の発 見 を した 」 と い う よ う な 内

容 が 多 く見 られ た。

子 ど もの み そ汁 の学 習 に対 す る興 味 ・関心 を高 め、 意 欲 的 に学 習 に取 り組 ませ るため に は、

教 室 の 中 で、 子 ど も と教 師 の活 動 だ けで な く、教 育 ボ ラ ンテ ィ アの 方 々 の 協 力 を得 て、 多 種

多 様 な体 験 を させ る こ とが 大 変 効 果 的 で あ る と考 え られ る。
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事 例3デ ィベ ー トを通 して課 題 をっ か む

(1>題 材名 第6学 年 「ゆでてい ためて究極 の野菜料理」

(2)題 材 の 目標

○ 野 菜 に関 心 を もち 、野 菜 料 理 を作 ろ う とす る。(関 心 ・意 欲 ・態 度)

○ 野 菜 にっ い て調 べ、 食 品 と して の価 値 や栄 養 が 分 か る。(知 識 ・理 解)

○ ゆで た り ・い た め た り して調 理 を す る こ とがで き る。(技 能 、 創 意 工 夫)

○ 家 族 や友 達 同 士学 び 合 う こ と に よ って、 人 とか か わ る楽 しさや 喜 び を 実感 す る。(態 度)

(3)研 究 主 題 に せ ま るた め の手 立 て

① 子 ど もの思 い や願 いを 大切 に した題 材 構 成 の工 夫

自分 の食 生 活 を振 り返 った 実 態調 査 で は、 マ イ ナ ス点 と して 「バ ラ ンス が 悪 い」 「野 菜

が 嫌 い で残 す こ とが い けな い」 と い う こ とが あ げ られ、 「こ れ か らは 残 さ な い で 食 べ る よ

うに した い」 「嫌 い な野 菜 を少 しず つ で も食 べ る よ うに す る」 な ど、 野 菜 を 食 べ る こ とが

自分 の健 康 に よ い と い う意識 を も って い る こ とが うか が え る。

そ こで、 テ ー マ を 「野 菜 は本 当 に食 生 活 に必 要 か 否 か 」 と した デ ィベ ー トを 始 め に行 い

野 菜 にっ い て の栄 養 的 な特 徴 や 調 理方 法 な どにっ いて 調 べ た り、 デ ィベ ー トを 通 して 気 付

か せ た り した い と考 え た 。

② 子 ど もが主 体 的 に 問 題解 決 を 図 る こ とが で き る学 習 活 動 の工 夫

デ ィベ ー トは、 相 手 を 説 得 す るだ けの 内容 を調 べ た り、 資 料 を用 意 した りす る必 要 が あ

る。 初 め て デ ィベ ー トを す る子 ど もた ち に 「デ ィベ ー トゲ ー ム をす る ので 、 野 菜 につ い て

調 べ て く る こ と」 を宿 題 と して だ す。 次 に デ ィベ ー トを して い るVTRを 見 せて、 デ ィベ ー

トの お も しろ さを 伝 え 、 さ らに調 べ る こ とが で きる時 間 を確 保 す る。

導 入 時 に は、 子 ど もた ちが調 べ る こ とに意 欲 を もて る よ うに働 きか け た い。 ま た、 調 べ

学 習 の途 中 で軽 くデ ィベ ー トの 練 習 を行 い 、 自分 た ち の調 べ て い る こと にっ い て確 認 した

り、 深 め た りす る こ と は有効 で あ る と考 え る。 活 動 の始 め に、 な に を ど う調 べ た らよ い か

具 体 的 な方 法 を 知 らせ 、調 べ 活 動 の 見通 しを もたせ る こ と も重 要 で あ る。

③ 人 との触 れ合 い や か か わ りの 工 夫

子 ど もが 問題 解 決 を す るた め に、一 番 身近 で あ る家 族 に聞 くとい う こ とが考 え られ る。

ま た、 近 所 の八 百 屋 さん や 高 齢 者 の 方 に昔 か らの知 恵 を教 わ る こ とや図 書 館 等 公 共 の 施 設

で 、 資料 を探 す た め に訪 ね る と い うこ と もあ る。 こ うい った人 に直 接 聞 く とい う活 動 を通

して 、 子 ど もた ちの か か わ りの 世 界 を 広 げて い く。 調 べ た情 報 を ク ラス の友 達 で共 有 す る

こ とや、 デ ィベ ー トの なか で 相 手 チ ー ムの 考 え を 聞 き反 論 す る こ とな ど、 友 達 との か か わ

り も学 べ る もの と考 え る。

④ 実 践 へ とっ な げ る た め の指 導 法 や場 の工 夫

「夏 休 み に チ ャ レ ン ジ」 で は、 学 校 で 実 習 した野 菜 の 調 理 を 、家 庭 で も実践 して 家 族 に
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味 わ って も らい 、感 想 を書 いて も ら うこ と と した。 家 族 か ら認 め て も ら う こ とで 、 自分 に

自信 を もち、 よ り深 く自分 の も の とす る こ とが で き るの で はな い か と考 え る。

(4)指 導 計 画(9時 間扱 い)

段階 小 題 材 学 習 活 動 備 考

つ

か

む

4
時
間

野菜は

人類を救 うか

(4時 間

本時4/9)

・ 「野 菜 は本 当 に食 生活 に必要 か 否か」

とい うテー マで、 デ ィベ ー トを行 う こ

とを知 る。

・自分 の立場 を決 め、野 菜 につ いて調 べ

学習 をす る。

野菜 につ いて知 りたいことは?

種類 栄養 調理法 特徴 。・

・野 菜 につ いて調 べ て きた ことを ま とめ

て掲示す る。

・それ ぞれ の チー ムに分 か れて、 作 戦 を

立て る。

・デ ィベ ー トを行 う。

・デ ィベー トを通 して分 か った ことを ま

とめ る。

・デ ィベー トのVTR

視聴

調べ る方法

・本、イ ンターネ ッ ト、

家族 や八百 屋 さん に

インタ ビュー

・記入用紙

・掲示用 パ ネル

・話 し合 いのルール確

認

解

決

す

る

4
時
間

究極の野菜料理 は

これだ

(2時 間)

究極 の野菜料理に

挑戦

(2時 間)

・分 か った ことを もとに
、 ゆで た り、 い

ため た りして お い しい野菜 料理 を考 え

る。

・材 料 や作 り方 を調 べて、 実 習計 画 を立

て る。(実 習計画 シー トは、資料参 照)

・ゆで た り、 い ため た り して調 理 実習 を

す る。

・試 食 タイムで は、他 の グルー プの料理

も試食 して よさを学 ぶ。

・参考 となる野菜料理

の献立例

・班 は課題別

・実習計画 シー ト

・レシ ピ作 りは課題

生
か
す

1
時
間

夏休 み にチ ャ レン

ジ

(1時 間)

・レシ ピ交換会 を して、深 め合 う。

・夏休 み実践計 画を立 て る。

(夏 休 み の実践 で は、 実習 しなか った調

理 方法 にチ ャ レンジす ること にす る。

ゆで る→ いため る いた め る→ ゆで る)

・実 践 計 画 ワ ー ク シ ー

ト
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(5)本 時の学習(4/9時 間)

① 目標 話 し合 いを通 して、

② 展開

野 菜について興味 や関心 を もっ。

*は 評価

学 習 活 動 教 師 の 支 援 と 評 価 資 料

デ ィベー トを しよう。 「野菜は本当 に食生活 に必要か否か}

i ルール を確認す る。 ・まず必 要側 、不 要側 ともに 自分 たちの ・メ モ用 紙

必要派 不要派 主張をす る。その数は2つ まで とする。

審判員 の確認 をす る。 ・相手の論 をとらえた反論 をす る。 .デ ィ ベ ー トの 方

・全員 が発言す る と、ボーナ スポイン ト 法 を知 らせる掲

が得 られ ることを伝 える。 示物

2チ ー ム に分かれ てデ ・調べ て きたこ とをも とに、 自分の考 え

イベ ー トを行 う。 を話す よ うに助言す る。

・資料 は掲示 を し、視 覚に訴 え られる よ ・調 べたこ との掲

うにす る。 示物

3作 戦 タイム を と り. ・それ ぞれ のチー ムに一人ずつ 教師が入

反論する内容を話 し合 り、 助 言 をす る。

う。 ・全 員が話せ る よ うに、資料提 供な どの ・参考資料 となる

支援 をす る。 本など

4後 半のデ ィベー トを ・相手の考 えに対す る反論 となるよ うに

行 う。 助言す る。

5デ ィベ ー トを終 了 し ・必 ず、お 互いの よか った とこ ろを話す

審判 員は 、結果 を発 表 よ うにす る。

す る。 *意 欲的 に話 し合 うこ とができたか。

*調 べた情報 を生かす こ とができたか。

*相 手の考 えを聞 くこ とができたか。

デ ィベー トを通 して、野菜について分か ったことをまとめよ う。

6ワ ー ク シ ー トに 、 分 ・自分の調 べた ことのほかに 、友達の考 ・ワー ク シ ー ト

か った こ とを ま とめ、 えを聞い て分か った ことを書 き込む よ

発表す る。 うに助言す る。

*友 達 の発表 を聞い て、 自分の調 べた こ

とのほか に、野菜 の特性につ いて気付

くことがで きたか。

7次 時 の予 定を確認 し、 ・次時 の予 定を連絡 し、意欲的 に準備が

意欲 をもつ。 できるよ うに働 きか ける。
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デ ィ ベ ー ト の ゲ ー ム を し よ う

1,テ ーマ 「野菜は本当に食生活 に必要か否か」

2.ゲ ームの方法と手順

必要側(野 菜は必要 とする側)・ 不要側(野 菜はいらないとす る側)

①必要側の意見発表(2つ まで)

②不要側 ①の意見に対する質問

③不要側の意見発表(2つ まで)

④必要側 ③の意見 に対す る質問

⑤準備時間(相 談 タイム)

⑥不要側の反対意見

⑦必要側の反対意見

⑧準備時間(相 談タイム〉

⑨不要側の反対意見

⑩必要側の反対意見

⑪審判判定準備時間

⑫審判 ・判定

3.デ ィベ ー トの ル ール

・ ・ …4分

・ ・ …1分

・ ・ …4分

・ ・ …1分

・ ・ …2分

・ ・ …2分

・ ・ …2分

・ ・ …2分

・ ・ …1分

・ ・ …1分

・ ・ …2分

・ ・ …2分

・時間を守ること。(時間内 に言い切れなかったものは言わなかった

ものと、みなされ る。)

・質問の時 は、答える方が質問 をしてはならない。

・相手をや じった り、中傷す る発言 をしてはな らない。

・感情的にな ってはならない。

・最後の反対意見の時 に、新 たな意見を出してはならない。

・うその証拠資料を作 ってはいけない。

・み んなが調べたパネルの資料は、証拠とす る。

・チームの全員が発言できた ら、1ポ イン トプ ラスす る。

(発言をした ら名札を回 してくだ さい。)

以上です。

ディベート記録用紙 論題 「野菜は本当に食生活に必要か否かJ

6年2組( )

*野 菜についての大切な ことは、メモ しておこ う。

必要側意見 不要側質問 不要側意見 老凄側質問 不要側反諭 必要側反論

〕「1ノ戸}

1礎 融 谷 る 」

、・ヒf・T「 置㌧祉 謁

8メく'dSnY・

.皿"一 震 紡x磐

・～■韓 カンoぞ 防

撮譲輪
蜜㌧1隠

げ'純 て いし'

蘇 争…〃
。伽 えuFケ

ウ食
物イんい

〒ヌリ:h

嘘 康乞漏

{燦.褐 課
ll,か礼ス踏

ゲ8こ胴
人騨麗 い㌶ノ
∂トカc信、rい
ひよう趣 宰A℃

鍮 繋
噛ひがいス

魁 野轟 辺

野 菜病 携1、

馳 里幌 ぽ・馳
hゐ、飯

睡}曳 諒 い
自撚幽 来寺乱燃

唾 〉え1幽'♪応Ok醜
1・"ろが'川

聞 響 ポ季

欝,。柳

離繍
羅蜘な
馳 じつ.

nl:Q

ほτけな

⑦

支ワ1お

争(勿

.庄酪 ぐて』物 趣 かきく突'弓
q

叡t磯 叡て
重同じ
・筋 ・i・て覧

て5人已い3

一丁.

2駈 く奴囎
一

.蜂 嬢 馴

`・tAIZrda
・}呼ツ～な」

囎kl、,CA3
《漏脳 ζをOK

該・{んA・1・{2AeY一

力賄5

嵩プア'しなh
嚇

、伽 友1ルてし 一

各う♂ 1織 嘲
↓

解 が'ま

・つ}ん奪 、・

鰹 な5、

騰 る上で

六蛮,

*デ ィベー トを通して、野菜について分か0た ことをまとめよう。

(6)考 察

デ ィベ ー トで は、 限 られ た時 間 内 で話 さな け れば な らな いため、子 ど もた ち は皆 、真剣 で あ っ

た。 野 菜 は必 要 側 の意 見 で は、 「ほか の もの で は補 え な い成 分 が あ る。」 「ビ タ ミンが 一 気 に と

れ る。」 「か む こ とが 体 に い い。」 「野 菜 は種 類 が 多 く、 生 で も、 ゆ で て も、 野 菜 妙 め に して も食

べ られ るの で 料 理 の数 が 増 え る。」 な ど、調 べ た こ とが生 か さ れ て い た。 不 要 側 の 「栄 養 は、

野 菜 ジ ュ ー スや 栄 養 剤 で 補 え る。」 とい う反 論 に対 して も、 「薬 を 買 うの は高 くて 大 変 だ 。」 「薬

にな い成 分 、 繊 維 な どが 野 菜 に は あ る。」 と、 相 手 の話 を よ く聞 い て 意 見 を 返 す こ と が で き て

いた 。 審 判 の児 童 か らは、 「初 め て に して は、 よ く話 し合 いが で き た。」 「白熱 した試 合 だ った。」

と感 想 が だ さ れ、 デ ィベ ー トの楽 しさ が理 解 され た よ うで あ った 。

デ ィベ ー トをす る とい う 目的意 識 が あ った た あ に、 子 ど もた ち は調 べ学 習 に意 欲 的 に取 り組

ん だ 。 興 味 を も って調 べ る とい う活 動 は、 子 ど もた ち の野 菜 にっ いて の 知識 を 予想 以 上 に 深 め

る こ とが で き た。 個 人 の調 べ た 内容 は、 パ ネ ル に掲 示 して デ ィベ ー トを す る時 の証 拠 とす る こ

とで 、 知 識 を共 有 す る こ とが で きた。 デ ィベ ー トの ゲ ー ムで は、 野 菜 不 要 側 が 意 見 を は っ き り

と述 べ て 勝 った が、 子 ど もた ち は、 野 菜 が食 生 活 に必 要 で あ る こ と を よ く理 解 して お り、 「不

要 側 が 勝 った け れ ど、 や っぱ り野 菜 を食 べ る。」 とい う言 葉 に表 され て い る。

野 菜 の調 理 計 画 や調 理 実 習 に も調 べ た知 識 が生 か され、野菜 に興味 を もたせ るため の デ ィベ ー

トは、 有 効 で あ った。
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事例4自 分の食生活を振 り返 り課題をっかむ

(1)題 材 名 第6学 年 「楽 し くお い し くい た だ きます 」

(2)題 材の 目標

○ 自分 の食生活 に興味 ・関心を もつ。(関 心 ・意欲 ・態度)

○ 食品 の栄養的 な特徴 を知 り、組 み合わせて1食 分 の食事 を考 える。

(知 識 ・理解、創意工夫)

0調 理 に必要 な材料 を適切 に選ん で購入す ることがで きる。(知 識 ・理解、技能)

○ ゆで る、 いため るな どの既習 の技能 を活用 して、簡単 な調理がで きる。(技 能)

○ 身 に付 けた知識 ・技 能を生活 に生 かそ うとす る。(関 心 ・意欲 ・態度)

(3)研 究主題 にせ まるための手立 て

① 子 どもの思 いや願 いを大切 に した題材構成の工夫

子 どもた ちは料理を作れ るようにな りたいとい う願 いを もち、料理 がで きた方 が健康 な

生活 がで きる と考 えて いる。2学 年 にわた る食生活 にかかわ る学 び は、「い きな りご飯」

「自慢 のみそ汁 を作 ろう」「ゆでて いためて究極 の野菜料理」そ して本題 材 「楽 しくお い し

くいただ きます」で一食分 の食事が作れ るよ うに して、子 ど もの料理 を作れ るようにな り

たいとい う願 いを大切 にす る。

② 子ど もが主体 的に問題解決 を図 る ことので きる学習活動 の工夫

本題材 は、食生活 にかかわ る最後 の題材である。 ここでは、 自分の食生活 を振 り返 り問

題点 に気付 き、 問題 を課題 として解決 し実生活 に生 かす まで の問題解決的 な学習 とす る。

一人一人 が主体 的に学 び健康的な食生活 を実践 す る力 を付 ける ことを 目指 している。

食生活 の実態調 査の結果や 自分 の食生活 を振 り返 り問題点 に気付 く。 ここでは健康 な生

活 を送 るた めの栄養 につ いて考 え ることが中心 とな る。 そ して問題点 を解決 で きる献 立 を

考え、調 理実習の計画 を立てて実習を行 う。 ご飯 とみそ汁 におかずを添 えて一食分 とす る

ので子 ど もは既習 の事項 を駆使 して解決 に当たることがで きる。 この学 びが子 どもに と っ

ての 自信 とな り、家庭 での実践 にっ なが る。

③ 人 との触 れ合 いやかかわ りの工夫

栄養職員 の話 や友達 の発表 を聞 いたり、友達 との意見 や情報 の交換を した りす るな ど人

とのかかわ りの中で課題 の解決 を確実 にす る。 また、班で協力 し合 い、知識や技能 を身 に

付 け るとともに 「で きた」「できるんだ」 とい う喜 びや充実感 を共有 で きるよ うにす る。

さ らに、家 族 の役 に立て るとい う実感 も味わわせ る。

④ 実践 へっ なげるための指導法や場 の工夫

小題材 「冬休 みにチ ャレンジ」 において、家庭で 自分一人 で作 る献立 を考 え実践計 画 を

立て る。 この学習 でやろ うとす る意欲を喚起 し、実践 にっなげ る。
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(4)指 導 計 画(10時 間 扱 い)

段階 小 題 材 時数 学 習 活 動 備 考

つ な る ほどね1 ・1週 間分 の 自分 の食 生活 を振 り返 り、 ・食生活実態調査

か
朝食の献立

ユ
問題点に気付 く。

,

・学 習 カ ー ド

・栄養職員の話を聞 く。 ・栄養士 さん の話

む ・朝食 の一例 を見 る。 ・朝食 の例

こんな朝食 の ・各 自が朝食の イメージをふ くらませネー ・班 作 り

献立ならいいな ミングを考え自分の献立を作成する。 ・ ワ ー ク シ ー ト

・おか ずの食材 ごとに班 をっ くり
、 各 自

・卵 、 野 菜 、 肉 や

3 が ネ ー ミング した朝 食 の名前 と献 立 を 魚 の加工品を使
う

発表す る。 ・資 料(本 ・パ ン

解 ・班 と しての献立 を考 え る。
フ レ ッ ト)

決
・調理実習の計画を立 て る。 ・ イ ン タ ー ネ ッ ト

す 選 ん で買 って ・食品の選 び方 や買 い方を考え購入の仕 ・品質表示 マ ーク

準備 はオーケー 方を理解する。 ・肉や魚の加工 品
る

3 ・調理に必要な材料を購入する。 の選び方

・野菜の選び方

・買 い 物 リス ト

楽 し くお い し く ・1食 分 の献立 の調理実習をす る
。

さあ作 ろう
2

1

生
か
す

冬 休 み にチ ャ レ

ンジ 1

1

.実 習の感想を乱 合う
。!

・冬休みの実践計画を立てる。
1

・実 践 カ ー ド

(5)本時 の学習(3/10時 間)

① 目標 朝食 の献立 を考 え る。

② 展 開

学 習 活 動 教師の支援と評価 備 考

発 表 し よ う
・ ワ ー ク シ ー ト

参考資料
・おかずの食材 ごとの3班 ・卵、野菜、肉 や魚の加工品 の3っ の食 ・食 品 の体 内で の は

に分 かれ る。 材で班に分かれる。 た らきの表
・班 ごとに各 自が考えたネー ・朝食の献立は、ご飯+み そ汁+お かず ・献立 の例

ミングと献立を発表する。 として既習の事項を生かすようにする。 ・おすすめのみ そ汁

・朝食 の ネー ミングの理由 も発 表す るよ ・おすすめの一品

うに助言 す る。 ・本 や パ ン フ レ ッ ト

・友達の発表を聞き、気付いたこと疑問 ・ イ ン タ ー ネ ッ ト

に思 った ことなど発言す るよ うに促す。
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・発表の内容か ら各班 ごと

に2班 に分かれる。

※発表を一生懸命聞いて参考にしようと

したか。

班 としての献立 を考 え よ う

・班 と して の献立 を作 成 す

る。

・次時 の予定 を知 り、 見通

しを もっ。

※班 と しての献 立を考 え、 まとめ よ うと

して いるか。

・次時は調理実習計画を立てることを予

告 し、意欲的に準備ができるようにす

る。

・掲 示 用 ワ ー ク シ ー

ト

(6)考 察

○ 食 生 活 の実 態 調 査 と 自分 の食 生 活 を振 り返 り、 健 康 な生 活 が送 れ、 成 長 して い くた め の

自分 の食 生 活 の 問題 点 に気 付 き、 この 問題 点 を課 題 と した の で 、子 ど もた ち は、 自分 の こ

と と して真 剣 に考 え る こ とが で き た。 ま た班 活 動 で考 え を拡 げ、 練 り直 した り協 力 し合 っ

た りす る場 を多 く設 定 したの で 、 自分 の よ さや友 達 の よ さに気 付 くな ど人 との か か わ りを

深 め な が ら、 よ りよ い献 立 に仕 上 げて い った。

01食 分 の 朝 食 は、 ご飯(主 食)+み そ 汁(汁 物)+お か ず を基 本 の献 立 と し、食 材 は卵 、

野 菜 、 肉 や 魚 の 加 工 品 、調 理 法 は ゆで た り、 い た め た り して 作 る こ とを 条件 と した。

また 、 予 算 は1人300円 、 調 理 時 間 は60分 にす る こ と も押 さ え た。

本題 材 は、 既 習 の事 項 を生 か して の2年 間 の食 生 活 の学 習 の ま とめ で あ り、 生 活 の 中 の

問題 が 、 問 題 解 決 的 な学 習 の課 題 と な るの で 、 問題 解 決 的 な 学 習 の ま とあ で もあ る。 子 ど

もた ち は、 繰 り返 して 学 ぶ こと に よ り、 知識 や技 能 そ して学 び方 も身 に 付 け る と と もに、

自分 が 「で きた」 「家 族 の ため に 役立 つ こ とがで きた」 な ど を 実 感 し、 自 信 を もっ こ とが

で き る よ うに な って きた。 これ らの ことか ら子 ど もた ち は、 本教 科 で 目指 す と こ ろの 生 活

に生 きて 働 く力 の育 成 につ なが る実 践 へ の エ ネル ギ ーを もっ こ とが で きた と考 え る。
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IV研 究 の ま と め と今 後 の 課 題

自 ら課題 を見 っけ、体験 や人 とのかかわ りの中で課題 を解決 し、身 に付 いた ことを生活 の中

に生か そ うとす る子 どもの育成を 目指 し、了 ども一人一人 の願 いを大切 に し実践へ とっな げ る

授業 を創造 す るために、次の4点 に視点を当てて研究 を深 めた。

1研 究 の成果 ・

(1)子 どもの思 いや願 いを大切 に した題材構成の工夫

子 どもた ちの食生活の実態調査 を出発点 に、題材構成 を考 えた。普段 の食生活 に欠かせ な

い 「ご飯」か ら始 まる4題 材 を作成 した。「ご飯」 に始 まる2年 間 の学 習 の流 れ は、 子 ど も

に とって実際 の食生活 にっなが る学習活動が展開 され、基礎 的 ・基本 的な知識 や技能が身 に

付 くとと もに、家庭 で作 ってみたい とい う意欲を喚起で きた。 また、長期 の休業中 に学校 で

の学 びを家庭 で生 かすチ ャレ ンジ計画 を題材 の中 に取 り入れたので、意欲が実践へとっなが っ

て い った。 さ らに、食 にかかわ る4題 材 を中心 に、子 ど もの実態や地域の特性 を踏 まえた年

間指導計画 を作成 した。

(2)子 どもが主体 的に問題解決がで きる学 習活動 の工夫

問題解決 的な学 習の課題設定 は、学 習の段階が進 むに したが って生活 の中 の問題 か ら課題

を見 っけ られ るよ うに した。第1段 階 は 「お い しい ご飯 をっ くる」 とい う子 ど もたち全員共

通 の課題 、第2段 階 は、「自慢のみそ汁 をっ くる」 ための具やみ そ等 を各 自が選 ぶ、 第3段

階 は、「ゆでていためて究 極 の野菜料理」 のための調理方法や野菜 を各 自が選 ぶ、 そ して第

4段 階が 「楽 しくおい しくいただ きます」 と題 して 自分の食生活 を振 り返 り問題 に気付 き、

それ を課題 と して1食 分 の献立 を作成 し、実習を行 う。

また、 ど うした ら作 れ るのか、調 べてみたい とい う課題を一人一 人が もて るように、導入 の

っ かむ段階 では、様 々な工夫を した。 い きな りご飯を試食 してみ る、地域 の人が こだわ って

作 ったみそ汁 を味わ ってみ る、野菜 は食生活 に必要か とい う問 いにデ ィベ ー トゲームを通 し

て考 えてみ る、 自分の食生活 に点数をつけ、満点 の献立 を考 えてみ るなどで ある。 これ らの

工夫 に より、 子 ど もたちは、 自分 の問題 を見っけ、課題 を設定 して、解決 に向か って意 欲 的

に活動 す るとと もに、学 び方 を少 しずつで はあ るが身 に付 けてい った。

(3)人 との触れ合 いやかか わ りの工夫

家庭で実践す る計画 を立て た り、地域 ボラ ンティアの方 々(ゲ ス トテ ィチ ャー)に 協 力 し

て も らい、家庭 や地域 の人 に学ぶ機会や情報を集め る機 会を多 く作 った。 さらに、班活 動 や

発 表会 などの場 を多 く設定 したので、子 ど もたちは人にかかわ る楽 しさを実感 し、 自分 の よ

さや友達 のよさ、一人一人 に違 いのある ことなどに気 付 いていた。

(4)実 践へ とっ なげ るための指 導法 や場 の工夫

実践へ のエネルギーを子 どもが もて るよ うに、で きたとい う満足感や充実感、家族 の役 に

立 て るとい う実感 な どを味わ うことがで きる工夫 を重ね たので、子 ど もたちは、学校 で学 ん

だ ことを家庭生 活 に生かそ うと したり、生活 を工夫 しよ うとした りして いた。

2今 後 の課題

子 ど もたちが生活 を見っ め、課題を設定 し自 ら課題 を解決 し生活 に生か してい く力を身 に

付 け られ るよ う、衣 にかかわる生活 に関 して も授業実践 を通 して研究 を深 めてい く。 その た

め には、課題 を子 ど もがっかめるよ うな工夫 をさ らに深 め、一人一人 への支援 を考 えたい。
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